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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システム内の第１装置を設定するための方法であって、
　メモリに記憶されている１つ以上の照明設定であって、各々の照明設定の特性を記述し
ている１つ以上の照明設定ルールによって規定される１つ以上の照明設定にアクセスする
ステップと、
　前記第１装置を前記照明システムに接続するステップと、
　前記第１装置の装置特性を識別するステップと、
　前記第１装置の前記装置特性と、前記１つ以上の照明設定のうちの少なくとも１つの前
記１つ以上の照明設定ルールのうちの少なくとも１つを、前記装置特性が当該照明設定ル
ールに対応している場合にだけ、関連づけ、それによって、前記第１装置と前記照明設定
を関連づけるステップと、
　前記関連づけを記憶するステップとを有する方法。
【請求項２】
　前記第１装置が、光を発するよう構成される照明装置であり、前記装置特性が、前記照
明装置のタイプによって規定される請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１装置が、入力に応じて前記照明システムを制御するための制御装置であり、前
記制御装置が、前記入力を受け取るよう構成される入力素子を有し、前記装置特性が、前
記入力素子のタイプによって規定される請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記照明システムが、第１照明設定と関連づけられている第２装置を有し、前記第１装
置の前記装置特性と前記少なくとも１つの照明設定ルールとの間の関連づけが、更に、前
記第１照明設定と前記第２装置との間の関連づけに基づく請求項１乃至３のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１装置と前記第２装置との間の近接を検出するステップを更に有し、前記第１装
置の前記装置特性と前記１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも１つの関連づ
けが、更に、前記近接に基づく請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１装置の第１位置の第１表示、及び前記第２装置の第２位置の第２表示を受信す
るステップを更に有し、前記装置特性と前記１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少な
くとも１つの関連づけが、更に、前記第１装置及び前記第２装置の位置に基づく請求項４
に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つ以上の照明設定の使用履歴にアクセスするステップを更に有し、前記装置特性
と前記１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも１つの関連づけが、更に、前記
１つ以上の照明設定の前記使用履歴に基づく請求項１乃至６のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項８】
　１つ以上の照明設定及び／又は１つ以上の照明設定ルールに優先順位を割り当てるステ
ップを更に有し、前記装置特性と前記１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも
１つの関連づけが、更に、前記１つ以上の照明設定及び／又は前記１つ以上の照明設定ル
ールの前記優先順位に基づく請求項１乃至７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　コンピュータデバイスのためのコンピュータプログラムであって、前記コンピュータプ
ログラムが前記コンピュータデバイスの処理ユニットにおいて走らされるときに請求項１
乃至８のいずれか一項に記載の方法を実施するコンピュータプログラムコードを有するコ
ンピュータプログラム。
【請求項１０】
　照明システム内の第１装置を設定するための設定システムであって、
　各々の照明設定の特性を記述している１つ以上の照明設定ルールによって規定される１
つ以上の照明設定を記憶するよう構成されるメモリと、
　前記第１装置の装置特性についての情報を受信するために前記第１装置と通信するよう
構成される通信ユニットと、
　前記通信ユニットに結合されるプロセッサであって、前記第１装置の前記装置特性を識
別し、前記メモリに記憶されている前記１つ以上の照明設定にアクセスし、前記装置特性
と、前記１つ以上の照明設定のうちの少なくとも１つの前記１つ以上の照明設定ルールの
うちの少なくとも１つを、前記装置特性が当該照明設定ルールに対応している場合にだけ
、関連づけ、前記関連づけを記憶するよう構成されるプロセッサとを有する設定システム
。
【請求項１１】
　前記メモリが、更に、１つ以上の照明設定の使用履歴を記憶するよう構成され、前記プ
ロセッサが、更に、前記１つ以上の照明設定の前記使用履歴にアクセスし、前記１つ以上
の照明設定の前記使用履歴に更に基づいて前記装置特性と前記１つ以上の照明設定ルール
のうちの前記少なくとも１つを関連づけるよう構成される請求項１０に記載の設定システ
ム。
【請求項１２】
　前記設定システムが、前記第１装置の近接を検出するよう構成される近接検出器を更に
有し、前記プロセッサが、更に、前記第１装置が、前記近接検出器の所定の近接の範囲内
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にある場合に、前記装置特性と前記１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも１
つを関連づけるよう構成される請求項１０又は１１に記載の設定システム。
【請求項１３】
　前記設定システムが、前記第１装置の位置を検出するよう構成される位置検出器を更に
有し、前記プロセッサが、更に、検出される前記位置に更に基づいて前記装置特性と前記
１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも１つを関連づけるよう構成される請求
項１０又は１１に記載の設定システム。
【請求項１４】
　前記プロセッサが、更に、前記第１装置が、前記装置特性に基づいて制御信号を受信す
るよう構成されているのか制御信号を生成するよう構成されているのかを決定し、この決
定に更に基づいて前記装置特性と前記１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも
１つを関連づけるよう構成される請求項１０乃至１３のいずれか一項に記載の設定システ
ム。
【請求項１５】
　前記メモリと、前記通信ユニットと、前記プロセッサとが、１つの装置の中の同じ位置
に配置される請求項１０乃至１４のいずれか一項に記載の設定システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明システム内の第１装置を設定するための方法、及び前記照明システム内
の前記第１装置を設定するための設定システムに関する。本発明は、更に、前記方法を実
施するためのコンピュータプログラム製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　将来及び現在の家及び職場環境は、周囲照明、雰囲気照明、アクセント照明又はタスク
照明の作成のための多数の照明装置を含むだろう。これらの制御可能な照明装置（ランプ
）は、（無線）ネットワークを介して接続されてもよく、スマートフォン、タブレットＰ
Ｃ、センサ及び／又は（スマート）照明スイッチなどの制御装置によって制御されてもよ
い。照明システムが複数の照明装置を有する場合に生じる問題は、各装置が、それに応じ
て、他の装置と通信するために設定される必要があるということである。更に、完全に設
定されている照明システムに新しい装置が付加されるときには、新しい装置は、それに応
じて、既に設定されている装置と通信するために設定される必要がある。特許出願US2010
185339A1は、無線（照明）制御装置の位置及び仕様を要求することによる無線（照明）制
御装置のプロビジョニングの方法を開示している。各制御装置に、その位置及びその仕様
に基づいて、（照明）シーンが割り当てられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、照明システム内の装置を設定する改善された方法を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の第１の態様によれば、前記目的は、照明システム内の第１装置を設定するため
の方法であって、
－　メモリに記憶されている１つ以上の照明設定であって、１つ以上の照明設定ルールに
よって規定される１つ以上の照明設定にアクセスするステップと、
－　前記第１装置を前記照明システムに接続するステップと、
－　前記第１装置の装置特性を識別するステップと、
－　前記第１装置の前記装置特性と、前記１つ以上の照明設定のうちの少なくとも１つの
前記１つ以上の照明設定ルールのうちの少なくとも１つを、前記装置特性が当該照明設定
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ルールに対応している場合にだけ、関連づけ、それによって、前記第１装置と前記照明設
定を関連づけるステップと、
－　前記関連づけを記憶するステップとを有する方法によって達成される。
【０００５】
　この方法は、ユーザが、前記第１装置を前記照明システムに接続することを可能にし、
その後、前記照明システムが、前記メモリに記憶されている前記照明設定に基づいて、前
記第１装置の機能を決定する。これは、もはや、前記ユーザが、前記第１装置の機能を（
手動で）設定するプロセスをこなす必要がないという利点をもたらす。これは、更に、第
１装置を第２装置と結合する又は複数の装置をグループ化する必要性を取り除く。この方
法の別の利点は、第１装置が複数の照明設定と関連づけられ得ることである。
【０００６】
　本発明との関連においては、「対応している」という用語は、前記装置特性が前記照明
設定ルールに従うことを示すために用いられている。例えば、照明設定ルールが、着色光
を発することが可能な照明装置を必要とする場合、着色光を発するよう構成される光源（
即ち、前記装置特性）を備える照明装置は、前記照明設定ルールに対応しているのに対し
て、着色光を発するよう構成されていない光源（例えば、白色光を発するための光源）を
備える照明装置は、前記照明設定ルールに対応していない。
【０００７】
　前記方法の実施例においては、前記第１装置は、入力に応じて前記照明システムを制御
するための制御装置であり、前記制御装置は、前記入力を受け取るよう構成される入力素
子を有し、前記装置特性は、前記入力素子のタイプによって規定される。前記第１装置は
、例えば、照明装置の光出力を制御するよう構成される、照明スイッチ、調光スイッチ、
センサ、スマート装置などであり得る。前記制御装置は、前記入力を受け取ると、照明装
置の照明設定を実施し得る制御信号、例えば、センサ信号、オン／オフ信号、調光信号な
どを生成するよう構成され得る。ユーザは、前記入力素子を介してユーザ入力を供給する
ことによって、前記制御信号の生成をトリガし得る。前記入力素子は、例えば、照明スイ
ッチのスイッチ素子、調光スイッチの回転素子、センサ（例えば、占有センサ）の検出素
子又は遠隔制御装置のタッチスクリーンであり得る。
【０００８】
　前記方法の実施例においては、前記第１装置は、光を発するよう構成される照明装置で
あり、前記装置特性は、前記照明装置のタイプによって規定される。この実施例において
は、前記照明装置は、光を発するよう構成される光源を少なくとも１つ有する。前記照明
装置は、（例えば、照明スイッチなどの制御装置によって生成された）制御信号を受信す
るよう構成されることができ、前記制御信号は、オン／オフ信号、調光信号、照明設定信
号などであり得る。
【０００９】
　上記の２つの実施例は、前記方法は、制御信号を生成することができる第１装置の設定
、及び制御信号を受信することができる第１装置の設定を可能に得ることを示している。
このことは、前記方法は、２つの第１装置（例えば、照明スイッチ及びランプ）の両方の
装置特性と照明設定の１つ以上の照明設定ルールを関連づけることによって、２つの第１
装置を接続することを可能にするという利点をもたらす。
【００１０】
　前記方法の実施例においては、前記照明システムは、第１照明設定と関連づけられてい
る第２装置を有し、前記第１装置の前記装置特性と前記少なくとも１つの照明設定ルール
との間の関連づけは、更に、前記第１照明設定と前記第２装置との間の関連づけに基づく
。この実施例は、前記照明システムが、前記第２装置の設定に基づいて前記関連づけをな
すことを可能にすることから、有利である。これは、前記照明システムが、例えば、前記
第２装置のコンフィギュレーション設定／機能を前記第１装置にコピーすること、又は前
記第１装置と特定の照明設定を関連づけることによって前記第２装置のコンフィギュレー
ション設定／機能を補完することを可能にする。
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【００１１】
　前記方法の更なる実施例においては、前記方法は、前記第１装置と前記第２装置との間
の近接の表示を受信するステップを更に有し、前記第１装置の前記装置特性と前記１つ以
上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも１つの関連づけは、更に、前記近接の表示に
基づく。他の実施例においては、前記方法は、前記第１装置の第１位置の第１表示、及び
前記第２装置の第２位置の第２表示を受信するステップを更に有し、前記装置特性と前記
１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも１つの関連づけは、更に、前記第１装
置及び前記第２装置の位置に基づく。これらの実施例は、前記照明システムが、前記第１
装置と前記第２装置との間の距離に基づいて前記第１照明装置の前記装置特性と照明設定
ルールとの間の関連づけを決定することを可能にするという利点をもたらす。これは、前
記照明システムが、例えば、前記第１装置の前記装置特性と、近くの第２装置と既に関連
付けられている照明設定の照明設定ルールを関連づけることを可能にする。
【００１２】
　前記方法の実施例においては、前記方法は、前記１つ以上の照明設定の使用履歴にアク
セスするステップを更に有し、前記装置特性と前記１つ以上の照明設定ルールのうちの前
記少なくとも１つの関連づけは、更に、前記１つ以上の照明設定の前記使用履歴に基づく
。前記照明設定ルールと前記装置特性との間の関連づけは、更に、対応する前記照明設定
の使用頻度に基づき得る。これは、前記照明システムが、前記第１装置を、頻繁に用いら
れる照明設定としか関連づけないこと、又は前記ユーザに驚かせる効果を与えるために滅
多に用いられない照明設定と関連づけることを可能にし得ることから、有利であり得る。
【００１３】
　前記方法の実施例においては、前記方法は、１つ以上の照明設定及び／又は１つ以上の
照明設定ルールに優先順位を割り当てるステップを更に有し、前記装置特性と前記１つ以
上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも１つの関連づけは、更に、前記１つ以上の照
明設定及び／又は前記１つ以上の照明設定ルールの前記優先順位に基づく。前記優先順位
は、例えば、前記使用履歴、保安規定、ユーザ／システムの好みの設定、デフォルト設定
などに基づき得る。これは、前記照明システムが、前記対応だけでなく、前記優先順位に
も基づいて、どの照明設定ルールを前記第１装置の前記装置特性と関連づけるべきかを決
定することを可能にすることから、有利であり得る。
【００１４】
　本発明の第２の態様によれば、前記目的は、コンピュータデバイスのためのコンピュー
タプログラムであって、前記コンピュータプログラムが前記コンピュータデバイスの処理
ユニットにおいて走らされるときに上記の方法のいずれか１つに従う方法を実施するコン
ピュータプログラムコードを有するコンピュータプログラムによって達成される。
【００１５】
　本発明の第３の態様によれば、前記目的は、照明システム内の第１装置を設定するため
の設定システムであって、
－　１つ以上の照明設定ルールによって規定される１つ以上の照明設定を記憶するよう構
成されるメモリと、
－　前記第１装置の装置特性についての情報を受信するために前記第１装置と通信するよ
う構成される通信ユニットと、
－　前記通信ユニットに結合されるプロセッサであって、前記第１装置の前記装置特性を
識別し、前記メモリに記憶されている前記１つ以上の照明設定にアクセスし、前記装置特
性と、前記１つ以上の照明設定のうちの少なくとも１つの前記１つ以上の照明設定ルール
のうちの少なくとも１つを、前記装置特性が当該照明設定ルールに対応している場合にだ
け、関連づけ、前記関連づけを記憶するよう構成されるプロセッサとを有する設定システ
ムによって達成される。
【００１６】
　前記プロセッサは、前記通信ユニットを介して受信される情報に基づいて前記第１装置
の前記装置特性を識別するよう構成される。前記情報は、例えば、第１装置のタイプ、前
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記第１装置の識別子、前記第１装置によって生成／受信され得る制御信号のタイプなどを
含み得る。前記設定システムは、前記装置特性と照明設定の少なくとも1つの照明設定ル
ールを関連づけることによって、前記第１装置を設定する。その場合、前記第１装置（例
えば、照明スイッチ）は、前記照明システムを介して、及び／若しくは中間通信装置を介
して、第２装置（例えば、ランプ）と通信してもよく、且つ／又は前記第２装置と直接通
信してもよい。これは、前記設定システムの前記通信ユニットが、前記照明設定との関連
づけを、それ故、前記第２装置との関連づけを、前記照明システム、前記中間通信ユニッ
ト及び／又は前記第１装置に通信することを必要とし得る。
【００１７】
　前記設定システムの実施例においては、前記メモリは、更に、１つ以上の照明設定の使
用履歴を記憶するよう構成され、前記プロセッサは、更に、前記１つ以上の照明設定の前
記使用履歴にアクセスし、前記１つ以上の照明設定の前記使用履歴に更に基づいて前記装
置特性と前記１つ以上の照明設定ルールのうちの前記少なくとも１つを関連づけるよう構
成される。これは、前記関連づけのための他のパラメータを供給し、前記関連づけを決定
するために更なる情報を前記プロセッサに供給する。
【００１８】
　前記設定システムの実施例においては、前記設定システムは、前記第１装置の近接を検
出するよう構成される近接検出器を更に有し、前記プロセッサは、更に、検出される前記
近接に更に基づいて前記装置特性と前記少なくとも１つの照明設定ルールを関連づけるよ
う構成される。前記近接情報は、前記第１装置の装置特性と、照明設定の照明設定ルール
を、前記装置特性と前記照明設定ルールとが対応しており、且つ前記第１装置が、例えば
、前記近接検出器の所定の近接の範囲内にある場合に、関連づけるために、用いられる。
【００１９】
　他の例においては、前記設定システムは、前記第１装置の位置を検出するよう構成され
る位置検出器を更に有し、前記プロセッサは、更に、検出される前記位置に更に基づいて
前記装置特性と前記少なくとも１つの照明設定ルールを関連づけるよう構成される。前記
位置情報は、前記第１装置の装置特性と、照明設定を、前記装置特性と前記照明設定ルー
ルとが対応しており、且つ前記第１装置が、例えば、前記位置検出器に対して又は他の装
置に対して所定の位置にある場合に、関連づけるために、用いられる。これは、前記設定
システムが、例えば、前記第１装置の装置特性と、（近くの）他の装置にも関連づけられ
ている照明設定の照明設定ルールを関連づけることを可能にすることから、有利である。
【００２０】
　前記設定システムの実施例においては、前記プロセッサは、更に、前記第１装置が、前
記装置特性に基づいて制御信号を受信するよう構成されているのか制御信号を生成するよ
う構成されているのかを決定し、この決定に更に基づいて前記装置特性と前記少なくとも
１つの照明設定ルールを関連づけるよう構成される。この実施例は、前記プロセッサが、
制御信号を生成するよう構成されている装置（例えば、照明スイッチ、照明制御パネル、
調光スイッチ、ロータリスイッチ、センサ、カメラなど）及び制御信号を受信するよう構
成されている装置（例えば、ＬＥＤ電球、Philips Hue電球、ＬＥＤストリップ、携帯照
明装置など）を設定することを可能にすることから、有益である。それは、更に、前記プ
ロセッサが、制御信号を受信するよう構成されている第１装置の装置特性と既に関連づけ
られている照明設定の照明設定ルールを、制御信号を生成するよう構成されている第１装
置と関連づけることを可能にする。
【００２１】
　前記設定システムの実施例においては、前記メモリと、前記通信ユニットと、前記プロ
セッサとが、１つの装置の中の同じ位置に配置される。前記装置は、例えば、ホーム・オ
ートメーションシステム、ブリッジ、ハブ、スマートフォンのようなスマート装置などで
あり得る。前記通信装置は、複数の第１装置の間のブリッジとして機能し得る、又それは
、前記複数の第１装置の間の直接接続を確立し、それによって、前記制御信号が前記通信
装置を通過する必要性を取り除き得る。
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【００２２】
　前記設定システムの他の実施例においては、前記メモリは、前記通信ユニット及び前記
プロセッサデバイスから遠くに設置され得る。前記メモリは、他の装置内、リモートサー
バ内、インターネットを介してアクセス可能なオンラインサーバ内などに設置され得る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　開示されている方法及び設定システムの、上記の及び更なる、目的、特徴及び利点は、
添付の図面に関する、装置、システム及び方法の実施例の以下の説明的且つ非限定的な詳
細な記載を通して、より良く理解されるだろう。
【図１】照明システム内の第１装置を設定するための本発明による設定システムの実施例
を概略的に示す。
【図２】照明システム内の第１装置を設定するための本発明による設定システムの実施例
、及び第１装置の例を概略的に示す。
【図３】第１装置を設定するための本発明による設定システムを有する部屋の実施例であ
って、前記設定が、前記第１装置の位置及び／又は別の第１装置の位置に基づく実施例を
示す。
【図４】照明システム内の第１装置を設定するための方法を概略的且つ例示的に示す。
【００２４】
　図は、全て、概略的なものであり、必ずしも、縮尺通りではなく、一般に、本発明を説
明するために必要である部分しか示しておらず、他の部分は、省かれている場合があり、
又は単に示唆されている場合がある。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１は、照明システム内の第１装置１３０を設定するための本発明による設定システム
１００の実施例を概略的に示している。設定システム１００は、１つ以上の照明設定１１
０を記憶するよう構成されるメモリ１０２を有し、前記照明設定１１０は、１つ以上の照
明設定ルール１１２によって規定される。メモリ１０２は、例えば、データベース１０２
のように構成され得る。システム１００は、前記第１装置１３０と通信するよう構成され
る通信ユニット１０４、及び通信ユニット１０４を介して第１装置１３０から受信される
情報に基づいて第１装置１３０の装置特性１３２を識別するよう構成されるプロセッサ１
０６を更に有する。プロセッサ１０６は、更に、メモリ１０２に記憶されている１つ以上
の照明設定１１０にアクセスし、装置特性１３２と、照明設定１１０の少なくとも１つの
照明設定ルール１１２を、装置特性１３２が当該照明設定ルール１１２に対応している場
合には、関連づけ、（例えば、メモリ１０２において）関連づけを記憶するよう構成され
る。設定システム１００は、発光装置を制御するよう構成される、且つ／又は照明制御装
置によって制御されるよう構成される第１装置１３０と通信するよう構成されるあらゆる
タイプのシステムであり得る。設定システム１００の構成要素（プロセッサ１０６、通信
ユニット１０４、メモリ１０２、及び随意に、他の検知／検出ユニット）は、１つの装置
に含まれてもよく、複数の装置にわたって分散されてもよく、又は照明システムの一部で
あってもよい。設定システム１００は、例えば、ビル内の複数の（スマート）装置を制御
するよう構成され得る、ハブ、ブリッジ、ホーム／オフィス・オートメーションシステム
、照明システム、コンピュータなどに含まれる。設定システム１００をハブ／ブリッジ／
ホーム／オフィス・オートメーションシステムに組み込むことは、第１装置１３０間のイ
ンターフェースプラットホームを供給し得る点で、有利であり得る。更に、ハブ／ブリッ
ジ／ホーム／オフィス・オートメーションシステムは、既に、（複数の）通信プロトコル
を介して複数の装置と通信するよう構成されているかもしれない。他の例においては、プ
ロセッサ１０６、通信ユニット１０４及び／又はメモリ１０２は、スマートフォン、スマ
ートウォッチ、タブレットＰＣ、ラップトップなどのようなスマート装置に組み込まれ得
る。これらの構成要素をスマート装置に組み込むことは、複数の第１装置１３０間のイン
ターフェースプラットホームを供給し得る点で、有益であり得る。メモリ１０２は、スマ
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ート装置内に設置されてもよく、又はインターネットを介してアクセス可能であり得るリ
モートサーバなどの他の装置内に設置されてもよい。
【００２６】
　設定システム１００のメモリ１０２は、照明設定１１０、及び対応する照明設定ルール
１１２を記憶するよう構成される。図１において図示されているメモリ１０２は、第１照
明設定１１０、及びその対応する照明設定ルール１１２を有する。照明設定ルール１１２
は、照明設定の特性を記述していてもよい。照明設定ルール１１２は、例えば、オン／オ
フ特性、照明設定に関連する照明装置の数／タイプ、調光特性、色特性、色温度特性、セ
ンサ特性（例えば、センサのトリガ時の照明設定１１０のアクティブ化／非アクティブ化
）、時間／日付特性（時間／日付情報に基づく照明調節）、動的特性（例えば、複数の時
点にわたって分散している複数の照明効果）などを記述していてもよい。
【００２７】
　図１に図示されている第１装置１３０は、装置特性１３２を有する。装置特性１３２は
、第１装置１３０が生成及び／又は受信することができるタイプ制御信号（入力／出力信
号又はメッセージ）を記述していてもよい。第１装置１３０は、制御信号を生成するよう
構成される制御装置（例えば、照明スイッチ、センサ、占有センサ、気象センサ、オーデ
ィオセンサ、調光スイッチ、ロータリスイッチ、タッチパネルなど）であってもよい。こ
のような制御装置の場合は、装置特性１３２の例は、その入力特性、その通信（プロトコ
ル）特性、その検知特性などである。他の例においては、第１装置１３０は、制御信号を
受信するよう構成される制御可能な（照明）装置（例えば、ランプ、スマートランプ、Ｌ
ＥＤランプ、ＬＥＤストリップ、ＬＥＤマトリックス、発光パネルなど）であってもよい
。このような制御可能な装置の場合は、装置特性１３２の例は、その調光特性、その（カ
ラー）発光特性、その光源数、その通信（プロトコル）特性などである。
【００２８】
　通信ユニット１０４は、第１装置と通信するよう構成される。通信ユニット１０４は、
任意の通信プロトコル、例えば、Bluetooth、Wi-Fi、Zigbee、3G、4G、イーサネット、DA
LI、DMX、電力線通信又は任意の他の有線若しくは無線プロトコルを介して、第１装置１
３０と通信するよう構成される。第１装置１３０、及び設定システム１００に接続される
他の装置の通信機能、無線技術のための通信ドライバの電力消費、並びに／又は無線信号
の通信範囲に基づいて、特定の通信プロトコルが選択され得る。（スマートランプ、スマ
ートスイッチ、コントロールパネルなどのような）多くの民生用装置は、１つ以上の無線
通信技術を既に備えており、このことは、第１装置１３０と設定システム１００との間の
通信リンクを作成する労力を減らし得ることから、有利である。
【００２９】
　プロセッサ１０６は、第１装置の装置特性１３２を識別し、メモリ１０２に記憶されて
いる１つ以上の照明設定１１０にアクセスし、装置特性１３２と、照明設定１１０の１つ
以上の照明設定ルール１１２のうちの少なくとも１つを、装置特性１３２が少なくとも１
つの照明設定ルール１１２に対応している場合には、関連づけるよう構成される。プロセ
ッサ１０６（例えば、コンピュータプロセッサ、マイクロコントローラなど）は、関連づ
けをメモリ１０２に記憶することができ、前記メモリ１０２は、例えば、同じ装置の中で
プロセッサ１０６と同じ位置に配置され得る。これは、第１装置１３０が照明システムを
通して第２装置と通信する実施例において、有利である。なぜなら、それは、プロセッサ
１０６が記憶されている関連づけに直接アクセスすることを可能にするからである例えば
、第１装置１３０は、照明スイッチであってもよく、第２装置は、ランプであってもよく
、これらは、両方とも、設定システム１００によって設定され、照明システムに接続され
る。この例においては、照明システムは、関連づけを記憶し、照明スイッチから制御信号
を受信し、ランプに制御信号を送信するスマートフォン又はホーム・オートメーションシ
ステムを含み得る。更に、又は代わりに、プロセッサ１０６が、遠隔装置、例えば、ネッ
トワーク（例えば、インターネット）を介してアクセス可能なリモートサーバのメモリに
関連づけを記憶してもよい。これは、第１装置１３０が遠隔装置を介して第２装置と通信
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と、第２装置と、照明システムとの間の接続が必要とされないからである。例えば、第１
装置１３０は、照明スイッチであってもよく、第２装置は、ランプであってもよく、これ
らは、両方とも、設定システム１００によって設定される。この例においては、設定シス
テム１００は、装置特性１３２と照明設定ルール１１２を関連づけると共に、照明スイッ
チから制御信号を受信し、ランプに制御信号を送信するよう構成されるホーム・オートメ
ーション端末に関連づけを記憶するよう構成されるスマートフォンに含まれてもよい。更
に、又は代わりに、プロセッサ１０６が、第１装置１３０のメモリ及び／又は第２装置の
メモリに関連づけを記憶してもよい。これは、第１装置１３０が第２装置に直接接続され
る実施例において、有利である。例えば、第１装置１３０は、照明スイッチであってもよ
く、第２装置は、ランプであってもよく、これらは、両方とも、設定システム１００によ
って設定されるが、中央照明システムによって制御されない。この例においては、設定シ
ステム１００は、装置特性１３２と照明設定ルール１１２を関連づけると共に、ランプの
メモリ及び／又は照明スイッチのメモリに関連づけを記憶するよう構成されるタブレット
ＰＣであってもよい。
【００３０】
　プロセッサ１０６は、更に、第１装置１３０が、装置特性１３２に基づいて制御信号を
受信するよう構成されているのか制御信号を生成するよう構成されているのかを決定し、
この決定に更に基づいて装置特性１３２と少なくとも1つの照明設定ルール１１２を関連
づけるよう構成されてもよい。これは、プロセッサ１０６が、第１装置１３０が（ランプ
などの）制御可能な装置であるのか（照明スイッチなどの）制御装置であるのかを決定し
、更に、装置のタイプに基づいて関連づけを決定することを可能にする。例えば、制御可
能な装置の装置特性１３２は、複数の照明設定ルール１１２又は照明設定１１０と関連づ
けられる（例えば、ランプは、ディスコ照明設定、タスク照明設定及び非常用照明設定と
関連づけられ得る）のに対して、、制御装置の装置特性１３２は、１つの照明設定１１０
だけの１つ以上の照明設定ルールと関連づけられる（例えば、照明制御パネルのクリック
オン・クリックオフスイッチは、１つの設定だけと関連づけられ、ユーザがクリックオン
・クリックオフスイッチを押すとその照明設定を実施することを可能にし得る）ことは、
望ましいかもしれない。他の例においては、制御装置が、どの関連づけられている照明設
定１１０がアクティブであるかを無視して機能を果たすよう、複数の照明設定１１０の照
明設定ルールと関連づけられることは望ましいかもしれない。これは、例えば、照明設定
１１０の光を調光するためにロータリスイッチが用いられ、ユーザが、どの照明設定が現
在アクティブであろうとも、光を調光することを可能にする場合に、有用であり得る。
【００３１】
　図２は、設定システム２００によって設定され得る第１装置２１０、２２０、２３０、
２４０、２５０、２６０の複数の例を図示している。図２におけるメモリ２０１は、各々
がその対応する照明設定ルール（図示せず）を備える４つの照明設定２０２、２０４、２
０６、２０８を記憶する。プロセッサ１０６が、どのようにして、第１装置２１０、２２
０、２３０、２４０、２５０、２６０と照明設定２０２、２０４、２０６、２０８を関連
づけ得るのかを説明するために、次の例は、装置特性が、どのようにして、照明設定ルー
ルと関連づけられ得るのかを説明している。下記の例は、本発明を限定するものではなく
、説明するものであり、当業者は、添付の請求項の範囲から逸脱せずに多くの他の例を設
計することができるだろうことに注意されたい。表１は、下記の例において用いられるだ
ろう、照明設定２０２、２０４、２０６、２０８及び対応する照明設定ルールを示してい
る。
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【表１】

【００３２】
　第１例においては、第１装置は、２つのスイッチボタン２１２、２１４を有する照明ス
イッチ２１０である。設定システムの通信ユニット１０４は、照明スイッチ２１０の装置
特性を受信するために照明スイッチ２１０と通信する。この例においては、装置特性は、
両方とも「オン」又は「オフ」のいずれかである出力信号を供給するよう構成されている
２つのスイッチボタン２１２、２１４によって規定される。設定システム２００のプロセ
ッサ１０６は、これらの装置特性に基づいて、スイッチボタン２１２が照明設定２０２の
照明設定ルールに対応していると決定し得る。なぜなら、照明設定２０２は、この照明設
定と関連づけられる光を緑色にする、静的な、調光可能ではない照明設定であるからであ
る。それ故、プロセッサは、スイッチボタン２１２と、照明設定２０２のオン／オフ照明
設定ルールを関連づけ得る。他の例においては、プロセッサ１０６は、スイッチボタン２
１２のオン／オフ特性は照明設定２０４のオン／オフ照明設定ルールに対応していると決
定し得る。それ故、プロセッサ１０６は、スイッチボタン２１２と照明設定２０４を関連
づけることを決定し得る。同様の推論が、スイッチボタン２１２と照明設定２０６及び２
０８のオン／オフ照明設定ルールを関連づけるために、適用可能である。プロセッサ１０
６は、スイッチボタン２１４が、スイッチボタン２１２と同様に、照明設定２０２、２０
４、２０６、２０８のオン／オフ照明設定ルールに対応していると決定し得る。この例は
、装置特性が、複数の照明設定ルールに対応しているということが起こり得ることを示し
ており、その結果、プロセッサ１０６は、装置特性と、最も多くの対応している照明設定
ルールを持つ照明設定を関連づけることを決定し得る。これは、プロセッサ１０６が、ス
イッチボタン２１２と、照明設定２０２のオン／オフ照明設定ルールを関連づけると共に
、スイッチボタン２１４と、照明設定２０８のオン／オフ照明設定ルールを関連づけるこ
とをもたらし得る。この例は、プロセッサ１０６が、関連づけをするために他の指標にア
クセスできることが望ましいかもしれないことを示している。このような指標の例は、こ
の開示において下に記述されている。
【００３３】
　第２例においては、第１装置は、３つのボタン２２２、２２４、２２６及びロータリス
イッチ２２８を有する照明スイッチ２２０である。設定システム２００の通信ユニット１
０４は、照明スイッチ２２０の装置特性を受信するために照明スイッチ２２０と通信する
。この例においては、装置特性は、照明設定をオン若しくはオフにし得る、又は現在の照
明設定を覆し得る（例えば、ボタン２２２を押すことは、第１照明設定をアクティブにす
ることができ、ボタン２２４を押すと、第２照明設定が第１照明設定を覆すことができる
）出力信号を供給するよう構成されている３つのボタン２２２、２２４、２２６によって
規定される。回転角に依存する値（例えば、０と１００との間の値）を持つ出力信号を供
給するよう構成されているロータリスイッチ２２８によって、他の装置特性が規定される
。設定システム２００のプロセッサ１０６は、これらの装置特性に基づいて、ボタン２２
２は、照明設定２０２のオン／オフ照明設定ルールに対応していると決定し得る。なぜな
ら、照明設定２０２は、「オン」入力を必要とするからである。同様の推論が、ボタン２
２４及び２２６と、照明設定２０４、２０６及び／又は２０８のオン／オフ照明設定ルー
ルを関連づけるために、適用可能である。プロセッサ１０６は、ロータリスイッチ２２８
と、照明設定２０４、２０６又は２０８のうちのいずれか１つの調光入力照明設定ルール



(11) JP 6839103 B2 2021.3.3

10

20

30

40

50

を関連づけることを決定し得る。他の例においては、プロセッサ１０６は、ロータリスイ
ッチ２２８と、照明設定２０４、２０６及び２０８の各々の調光入力照明設定ルールを関
連づけることを決定し得る。これは、ロータリスイッチが、ボタン２２２、２２４、２２
６によってアクティブにされている照明設定２０４、２０６、２０８のうちのいずれか１
つの調光レベルを制御し得ることをもたらし得る。他の例においては、プロセッサ１０６
は、ロータリスイッチ２２８と、照明設定２０４及び／又は２０６の速度照明設定ルール
を関連づけることを決定し、ロータリスイッチが、照明設定２０４及び／又は２０６の色
の変化の速度を達成するだろうことをもたらし得る。
【００３４】
　第３例においては、第１装置は、存在センサ２３０（例えば、ＰＩＲセンサ）である。
設定システム２００の通信ユニット１０４は、存在センサ２３０の装置特性を受信するた
めに存在センサ２３０と通信する。この例においては、装置特性は、人の不在、一人の人
、及び随意に、複数人の人の検出によって規定される。プロセッサ１０６は、人を検出し
次第その照明設定を実施するために、存在検出器２３０と、照明設定２０２、２０４、２
０６及び／又は２０８のオン／オフ照明設定ルールのうちのいずれか１つを関連づけるこ
とを決定し得る。他の例においては、プロセッサ１０６は、存在検出器２３０によって検
出される人の数を、照明設定２０６の調光レベル（及び／又は色の深み）の入力として用
いるために、存在検出器２３０と、照明設定２０６の調光入力照明設定ルールを関連づけ
ることを決定し得る。
【００３５】
　第４例においては、第１装置は、ＲＧＢＷ（赤色、緑色、青色、白色）の光を発するよ
う構成される複数の光源を有するＬＥＤランプ２４０である。設定システム２００の通信
ユニット１０４は、ＬＥＤランプ２４０の装置特性を受信するためにＬＥＤランプ２４０
と通信する。この例においては、装置特性は、ＬＥＤランプ２４０の発光特性及び調光機
能によって規定される。ＬＥＤランプ２４０は、調光可能であり、白色光と着色光との両
方を発するよう構成されている。それ故、プロセッサ１０６は、ＬＥＤランプ２４０と、
照明設定２０２、２０４、２０６、２０８の出力照明設定ルールのうちのいずれか１つ又
は複数を関連づけ得る。
【００３６】
　第５例においては、第１装置は、ＲＧＢの光を発するよう構成される複数の光源を有す
るＬＥＤストリップ２５０である。設定システム２００の通信ユニット１０４は、ＬＥＤ
ストリップ２５０の装置特性を受信するためにＬＥＤストリップ２５０と通信する。この
例においては、装置特性は、ＬＥＤストリップ２５０の発光特性及び調光機能によって規
定される。ＬＥＤストリップ２５０は、調光可能ではなく、着色光を発するよう構成され
る。それ故、プロセッサ１０６は、ＬＥＤストリップ２５０と、照明設定２０２、２０４
、２０６の出力照明設定ルールを関連づけ、照明設定２０８の出力照明設定ルールを関連
づけないだろう。なぜなら、照明設定２０８は、白色光出力を必要とするからである。
【００３７】
　第６例においては、第１装置は、白色光を発するよう構成される白色ＬＥＤランプ２６
０である。設定システム２００の通信ユニット１０４は、白色ＬＥＤランプ２６０の装置
特性を受信するために白色ＬＥＤランプ２６０と通信する。この例においては、装置特性
は、白色ＬＥＤランプ２６０の発光特性及び調光機能によって規定される。それ故、プロ
セッサは、白色ＬＥＤランプ２６０の白色光出力と、照明設定２０８の出力照明設定ルー
ルを関連づけ得る。なぜなら、照明設定２０８は、白色光出力を必要とするからである。
【００３８】
　上記の例は、装置特性が複数の照明設定ルールに対応しているということが起こり得る
ことを示しているそれ故、プロセッサが、特定の第１装置がどの照明設定と関連づけられ
るのかの決定に更に影響を及ぼし得る他の指標にアクセスできる場合には、望ましいかも
しれない。
【００３９】
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　特定の第１装置がどの照明設定と関連づけられるのかの決定に更に影響を及ぼし得る指
標は、照明システムに既に接続されている第２装置であって、照明設定と既に関連づけら
れている第２装置（図示せず）の有無であり得る。プロセッサ１０６は、更に、この第２
装置の有無及び／又は設定に基づいて、第１装置１３０の装置特性と、照明設定ルールを
関連づけるよう構成され得る。例えば、第１装置（例えば、第１照明スイッチ）が、第２
装置（例えば、第２照明スイッチ）と同じ機能／装置特性を持つ場合には、プロセッサは
、既に第２装置と関連づけられている照明設定とは異なる照明設定の照明設定ルールを、
第１装置の装置特性と関連づけることを決定し得る。
【００４０】
　更に、又は代わりに、設定システム１００は、第１装置１３０の近接を検出するよう構
成される近接検出器を更に有してもよく、プロセッサ１０６は、更に、検出される近接に
更に基づいて装置特性１３２と少なくとも１つの照明設定ルール１１２を関連づけるよう
構成されてもよい。近接情報は、装置特性１３２と照明設定ルール１１２とが対応してい
る場合、及び第１装置１３０が、例えば、近接検出器の所定の近接の範囲内にある場合に
、第１装置１３０の装置特性１３２と、照明設定１１０の照明設定ルール１１２を関連づ
けるために用いられる。当業界で知られている様々な近接検出方法が用いられ得る。近接
は、例えば、第１装置１３０から受信される信号の受信信号強度（ＲＳＳ）に基づいて、
第１装置１３０と検出器との間の近距離通信（ＮＦＣ）を介して、（屋内）測位システム
又は任意の他のタイプの近接検出システムからの位置データを介して、検出され得る。
【００４１】
　他の例においては、設定システム１００は、第１装置１３０の位置を検出するよう構成
される位置検出器を更に有してもよく、プロセッサ１０６は、更に、検出される位置に更
に基づいて装置特性１３２と少なくとも１つの照明設定ルール１１２を関連づけるよう構
成されてもよい。第１装置及び／又は他の装置の位置は、例えば、測位システム、全地球
測位システム、ビーコンをベースにした測位システムなどによって検出され得る。第１装
置１３０の位置は、位置検出器を基準としたものであってもよく、設定システム１００が
、第１装置１３０の位置に基づいて、装置特性１３２と照明設定ルール１１２との間の関
連づけを決定することを可能にする。第１装置が、例えば、台所内に位置している場合に
は、プロセッサは、第１装置の装置特性と、「台所」照明設定の照明設定ルールを関連づ
けることを決定し得るのに対して、第１装置が、オフィス内に位置している場合には、プ
ロセッサ１０６は、第１装置１３０の装置特性１３２と、機能照明設定の照明設定ルール
を関連づけることを決定し得る。他の例においては、プロセッサ１０６は、照明システム
に接続される他の装置を基準として第１装置１３０の位置を決定してもよいこれは、プロ
セッサ１０６が、第１装置１３０及び他の装置の位置に基づいて、第１装置１３０の装置
特性１３２と、照明設定１１０の特定の照明設定ルール１１２を関連づけることを可能に
する。例えば、第１装置１３０（例えば、照明制御パネル）と他の装置（例えば、ランプ
）とが両方とも居間の同じ部分に位置している場合に、プロセッサ１０６は、第１装置１
３０の装置特性が、既に第２装置と関連づけられている照明設定１１０の照明設定ルール
１１２に対応している場合には、第１装置１３０の装置特性と、前記照明設定１１０の前
記照明設定ルール１１２を関連づけ得る。
【００４２】
　図３は、第１装置３１０、３１２、３１４、３１６を設定するための本発明による設定
システム３００を有する部屋の実施例であって、設定が、更に、第１装置３１０、３１２
、３１４、３１６の位置、及び／又は別の第１装置３１０、３１２、３１４、３１６の位
置に基づく実施例を概略的に示している。図３の実施例においては、ランプ３１０及び３
１２は、既に部屋に取り付けられていてもよく、両方とも、設定システム３００によって
第１照明設定（白色に対する全てのランプ）の照明設定ルール及び第２照明設定（緑色に
対する全てのランプ）の照明設定ルールに関連づけられてもよい。ランプ３１２は、更に
、第３照明設定（オレンジ色に対するランプ３１２）の照明設定ルールと関連づけられる
。２つのボタンを有するスイッチ３１４を取り付けると、設定システム３００は、第１ボ
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タンと第１照明設定の照明設定ルールを関連づけ、第２ボタンと第２照明設定の照明設定
ルールを関連づけることを決定することができ、その後、前記ボタンを押すと、前記照明
設定が実施され得る。ボタン及び回転ディスクを有するロータリスイッチ３１６を取り付
けると、設定システム３００は、ボタンと第３照明設定の照明設定ルールを関連づけるこ
とを決定し得る。なぜなら、検出器が、近接又は位置情報に基づいて、ランプ３１２とロ
ータリスイッチ３１６とが互いの近くにあることを検出しているからである。これは、ユ
ーザが、ロータリスイッチ３１６のボタンを押すことによってランプ３１２に第３照明設
定を適用すること、及び随意に、第１又は第２照明設定を第３照明設定で覆すことを可能
にする。設定システム３００は、更に、回転ディスクを、第１、第２及び第３照明設定の
照明設定ルールに割り当てることを決定し、ユーザが各々の（オンにされている）ランプ
の調光レベルを調節することを可能にし得る。
【００４３】
　設定システム１００のメモリ１０２は、更に、１つ以上の照明設定の使用履歴にアクセ
スするよう構成され得る。プロセッサ１０６は、更に、１つ以上の照明設定の使用履歴に
アクセスし、１つ以上の照明設定の使用履歴に更に基づいて装置特性と少なくとも１つの
照明設定ルールを関連づけるよう構成され得る。或る照明設定がユーザによってより頻繁
に選択される場合には、プロセッサ１０６が、第１装置の装置特性と、その照明設定の照
明設定ルールを関連づける可能性が高くなり得るのに対して、或る記憶されている照明設
定がユーザによって滅多に用いられない場合には、プロセッサ１０６は、その照明設定を
関連づけから除外することを決定し得る。
【００４４】
　更に、又は代わりに、１つ以上の照明設定及び／又は１つ以上の照明設定ルールに優先
順位が割り当てられ得る。プロセッサ１０６は、更に、１つ以上の照明設定の優先順位に
アクセスし、１つ以上の照明設定及び／又は１つ以上の照明設定ルールの優先順位に更に
基づいて装置特性と少なくとも１つの照明設定ルールを関連づけるよう構成され得る。優
先順位は、ユーザ又は設定システムによって決定されることができ、それは、使用履歴、
デフォルト設定、ユーザの好みなどに基づき得る。
【００４５】
　実施例においては、設定システムは、ユーザ入力を受け取るよう構成されるユーザイン
ターフェースを含み得る。ユーザインターフェースは、例えば、ユーザ入力を受け取るた
めの、タッチパッド若しくはタッチスクリーンなどのタッチセンシティブ装置、マイクな
どのオーディオセンサ、運動センサ、及び／又は１つ以上のボタンを含み得る。ユーザは
、プロセッサによってなされた関連づけを調節するようユーザ入力を供給することができ
、ユーザがプロセッサによってなされた関連づけを覆すことを可能にする。ユーザインタ
ーフェースは、更に、照明設定の作成に関するユーザ入力、及び好みの設定（例えば、色
の好み、動的効果の好み、好きな照明設定など）を供給するユーザ入力を受け取るよう構
成され得る。これは、プロセッサが、更に、ユーザの好みに基づいて、装置特性と照明設
定ルールとの間の関連づけを決定することを可能にし得る。
【００４６】
　図４は、照明システム１００内の第１装置１３０を設定するための方法４００を概略的
且つ例示的に示している。方法４００は、
－　メモリ１０２に記憶されている１つ以上の照明設定１１０であって、１つ以上の照明
設定ルール１１２によって規定される１つ以上の照明設定１１０にアクセスするステップ
４０２と、
－　第１装置１３０を照明システム１００に接続するステップ４０４と、
－　第１装置１３０の装置特性１３２を識別するステップ４０６と、
－　第１装置１３０の装置特性１３２と１つ以上の照明設定１１０のうちの少なくとも１
つの１つ以上の照明設定ルール１１２のうちの少なくとも１つを、装置特性１３２が当該
照明設定ルール１１２に対応している場合に、関連づけ、それによって、第１装置１３０
と照明設定１１０を関連づけるステップ４０８と、
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－　関連づけを記憶するステップ４１０とを有する。
【００４７】
　上記の実施例は、本発明を限定するものではなく、説明するものであって、当業者は、
添付の請求項の範囲から逸脱せずに多くの別の実施例を設計することができるであろうこ
とに注意されたい。
【００４８】
　請求項において、括弧内に配置されるいかなる参照符号も、請求項を限定するものとし
て解釈されるべきではない。「有する」という動詞及びその語形変化の使用は、請求項に
おいて明記されている要素又はステップ以外の要素又はステップの存在を除外しない。要
素の単数形表記は、このような要素の複数の存在を除外しない。本発明は、幾つかの別個
の素子を有するハードウェアによって実施されてもよく、適切にプログラムされたコンピ
ュータ又は処理ユニットによって実施されてもよい。幾つかの手段を挙げている装置の請
求項においては、これらの手段の幾つかは、ハードウェアの同一のアイテムによって実施
されてもよい。単に、特定の手段が、相互に異なる従属請求項において引用されていると
いう事実は、これらの手段の組み合わせが有利になるように用いられることができないこ
とを示すものではない。

【図１】 【図２】
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